
ZRトレモロ

ZRトレモロは、トレモロユニットを常にフラット（ゼロ・ポイント）に保とうとするゼロ・ポイント・
システムを備えたIbanezオリジナルのダブルロッキング・トレモロです。このシステムにより、フ
ローティングトレモロの欠点であったチューニングの煩わしさを解消し、安定したプレイ環境を
実現しました。また、支点部分には高精度のボールベアリングを内蔵し、スムーズなアーミング
を実現しています。

トレモロアームの取り付け

トレモロアームはトルク調整キャップ一体型の差し込み式です。ベースプレートのアームソ
ケットにトレモロアームを差し込み、トルク調整キャップ(Fig. 1)を締めてトレモロアームを
固定します。トルク調整キャップの締め具合でトレモロアームの締め付けを調整できます。
トルク調整キャップを時計方向に回すと締め付けが増し、逆に回すと締め付けが緩くなり
ます。

トレモロの取り付け角度調整/ゼロ・ポイント・システムの調整

トレモロの取り付け角度は、弦の張力とギターのボディー裏側に装着されたゼロ・ポイント・
システムとのバランスで調整します。ZRトレモロは、ゼロ・ポイント・システムを正しく調整す
ることで、トレモロがギターのボディー表面とおおよそ平行になるように設計されており、そ
の状態で最も優れた性能を発揮します。ゼロ・ポイント・システムを正しく調整すると、チュー
ニングが完了し、トレモロがボディー表面とおおよそ並行になったとき、ストップ・ロッドがト
レモロ・ブロックと密着し、且つストップ・ロッドがストッパーに接した状態になります。

調整は、ギターのボディー裏側にあるスプリング調整ノブ(Fig. 2 A)を回して行います。正しく
チューニングした状態で、ストップ・ロッド(Fig. 3 B)がストッパー(Fig. 3 C)に接していない（ト
レモロが前方へ傾いている）場合は、スプリング調整ノブをプラス方向に回し、スプリングの
張力を強くします。トレモロ・ブロック(Fig. 3 D)がストップ・ロッドと密着していない（トレモロ
が後方へ傾いている場合）には、スプリング調整ノブをマイナス方向に回し、スプリングの張
力を弱めます。

フローティングトレモロとして使用（ゼロ・ポイント・システムの解除）

ZRトレモロは、ゼロ・ポイント・システムを解除することで通常のフローティング
トレモロとしても使用できます。アーム・アップをした状態（トレモロ・ブロックが
ストップ・ロッドから離れた状態）で、ストップ・ロッド(Fig .  3  B)とサブ・スプリング
(F ig .   4   E )を外します。フローティング状態でのトレモロの取り付け角度は、弦の
張力とギターのボディー裏側に装着されたトレモロ・スプリングの張力とのバ
ランスで調整します。トレモロがギターのボディー表面とおおよそ平行になる 
ようにセッティングすることで、最も優れた性能を発揮します。調整は、ギターのボディー裏側
にあるスプリング調整ノブ(Fig. 2 A)を回して行います。正しくチューニングした状態で、トレモ
ロが前方へ傾いている場合は、スプリング調整ノブをプラス方向に回し、スプリングの張力を
強くします。トレモロが後方へ傾いている場合は、スプリング調整ノブをマイナス方向に回し、
スプリングの張力を弱めます。

フローティング状態でのトレモロの取り付け角度調整は、スプリングの張力を調整するた
びに弦の張力とスプリングの張力とのバランスが変化するため、チューニングに影響を及
ぼします。チューニングを繰り返しながら調整してください。
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弦高調整

トレモロ本体左右のスタッド・ボルト(Fig. 5 G)を六角レンチ（3mm）で回して、トレモロ全体
の高さを調整します（各弦の調整は行えません）。

イントネーション調整

ブリッジ本体に収納されているイントネーション調整ボルト(Fig. 6 K)を取り外し、サドル後部のネ
ジ穴から、ボルトの先端がブリッジ本体の壁に接触するまで締め込みます。サドル・ロック・ボルト
(Fig. 5 H)を六角レンチ（2mm）で緩め、イントネーション調整ボルトを回してサドル位置を調整し、 
チューニングを行ってからイントネーションを確認します。正しいイントネーションが得られるまで
同じ調整を繰り返した後、サドル・ロック・ボルトをしっかりと締め、イントネーション調整ボルトをブ
リッジ本体に収めて下さい。

弦交換

ロッキング・ナットのプレッシャー・パッド・ボルト(Fig.  7 L)を六角レンチ（3mm）で
緩め、糸巻きから弦を取り外します。トレモロ本体のストリング・ストッパー・ボルト
(Fig. 6 J )を六角レンチ（3mm）で緩め、サドルから弦を引き抜いて取り外します。新
しい弦は先端のボールエンド部分をニッパー等で切り落とします(Fig .  8 )。ボール
エンド部を切り落とした側の弦の先端をサドルとストリング・ホルダー・ブロックの
間に挿入し、ストリング・ストッパー・ボルトを締めて弦を固定してください。糸巻き
で弦を巻き上げ、チューニングを行います。チューニングが完了した後、ロッキング・ 
ナットのプレッシャー・パッド・ボルトを締めてください。

 ご注意
チューニングする前に、ストリング・ストッパー・ボルトがしっかりと締め付けられているこ
とを確認して下さい。

ファイン・チューニング

ロッキング・ナットで弦をロックした後でも、ファイン・チューナーによって各弦のチューニング
の微調整が行えます。チューニングの前に、あらかじめすべてのファイン・チューナー(Fig. 5 F)
を可動範囲の中央付近に調整しておくと、弦をロックした後の調整幅を広く持たせることがで
きます。
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